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( 1 )

決
算
認
定
七
作
、
昭
和
五
十
二
年
度

補
正
予
算
、
昭
和
五
十
二
年
度
小
浜

市
政
の
基
本
と
な
る

一
般
、
特

別
、
企
業
九
合
計
予
算
、
小
浜
市
諜

設
置
条
例
の
全
部
改
正
外
条
例
の
改

正
及
び
制
定
十
二
件
な
ど
四
十
七
議

案
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
皆
さ
ま
方
よ
り
提
出
さ
れ
た

四
作
の
際
情
に
つ
い
て
は
二
件
を
採

択
し
、
二
件
Ｌ
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

昭

和

五

十

二

年

第

二

回

定

例

市

議

会

は

六

月

十

九

日

か

ら

二

十

六

日
ま

で
全

期

を

八

日
間

と

定

め
、

ま

ず

、

松

崎
議

長

、

池

尾

副

議

長

の
辞

職

に

伴
う

正

副

議

長

の
選

挙

が

行

な

わ

れ

、

議
長
に
山
鼻
議
員
、
副
議
長
に
辻
議

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
狭
消
防
組
合
議
会
塗
員

の
う
ち
本
市
よ
り
選
出
の
山
鼻
、
辻

両
議
員
が
辞
一職
し
、
こ
れ
に
伴
う
補

欠
選
挙
の
結
果
松
崎
、
池
尾
両
議
員

が
当
選
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
条
件
は
、

専
決
承
認
工
件
、
小
浜
市

一
般
会
計

外
補
正
予
算
四
件
、
小
浜
市
山
林
基

金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
外
条
例
の
制
定
ト

改
正
十
二
件
で
そ
れ
ぞ
れ
原
乗
ど
お

ｏ
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
中
　
沢

副
委
員
長
　
　
岸

委
　
員
　
　
森
　
下

委
　
員
　
　
小
　
川

委
　
員
　
　
辻

委
　
員
　
　
一二
　
回

智
多
霧
士

与
大
夫

正
　
一
一

ｏ
産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
島
　
中
　
謙
　
吾

副
委
員
長
　
　
小
　
川
　
真
　
市

委
　
員
　
　
藤
　
田
　
　
務

委
　
員
　
　
池
田
　
勘
有
工
門

委
　
員
　
　
今
　
島
　
寿
　
夫

委
　
員
　
　
お
多
に
　
清
　
章

委

員

　

山

鼻

至

誠

ｏ
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
積
　
山

副
委
員
長
　
　
深
　
谷

委
　
員
　
　
池
　
尾

委
　
員
　
　
浜
　
野
　
　
是

委
　
員
　
　
松
　
井
　
正
　
一

委
　
員
　
　
藤
　
田
　
清
　
志

り
承
認
、認
定
、■
決
い
た
し
ま
し
「た
。

ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、

福
井
文
夫
氏
、
嶋
田
清
次
郎
氏
、
国

定
資
産
評
価
春
査
委
員
会
委
員
に
田

中
健
三
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
、

人
権
擁
護
委
員
に
は
吉
岡
募

一
氏
を

推
せ
ん
す
る
こ
と
に
同
意
を
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
お
い
て
議
会
で
は
安

心
し
て
生
産
に
励
め
る
米
穀
政
策
の

確
立
の
た
め
昭
和
五
十
三
年
産
生
産

者
米
価
等
に
関
す
る
意
見
書
案
を
可

決
し
、
関
係
機
関
に
対
し
意
見
書
を

提
一出
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
第
四
回

臨
時
市
議
会
は
七
丹
二
十

二
日
譲
貝
請
求
に
よ
り
招

集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
と

決
定
し
た
後
、
小
浜
市
農

業
委
員
会
委
員
の
う
ち
選

任
に
よ
る
委
員
五
名
を
推

薦
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
よ
り
農
業
委
員
に
推
薦
し
た

方
は
、

山
脇
　
彦
太
夫
氏
　
的
場
　
治
二
郎

氏
　
飛
永
　
隆
氏
　
森
回
　
文
太
郎

氏
．
木
橋
　
正
昭
氏
以
上
五
名
の
テ

で
す
。

議
長
・副
議
長
の
改
選

常
任
委
員
の
所
属
変
更
行
な
う

辻副議長   山鼻議長

市

民

の
皆

さ

ま

方

に

お

か

れ

ま

し

て

は
常

日

ご

ろ

、

私

ど
も

議

会

に
対

し

あ

た

た

か

い
御

協

力

、

御

指

導

を

賜

わ

っ
て

お

り

ま

す

こ
と

に

対

し

厚

の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位

の
絶
大
な
る
御
支
援
を
ち
ょ
う
だ
い

し
正
副
議
長
の
大
任
を
お
引
き
受
け

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
器
で
は

あ
り
ま
せ
た
が
小
浜
市
政
の
発
展
と

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
澪
身
の
真

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
石
油
危
機
以
来
の

不
況
は
ま
だ
回
復
の
兆
も
な
く
相
続

く
企
業
の
倒
産
、
操
業
短
縮
に
よ
る

失
業
者
の
増
高
な
ど
経
済
界
の
不
況

脱
出
は
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
、
高
度
経
済
成
長
時

代
の
夢
を
再
び
追
求
す
る
こ
と
が
困

難
な
現
状
か
と
不
安
を
か
こ
っ
て
お

り
ま
す
。

し

か

し

な

が

ら

近

年

本

市

に

お

い

て

は

徐

々
に

人

口
も

増

加

の
傾

向

に

あ

り

、

新

幹

線

の
早

期

着

工

と

若

快

駅

の
設

置

、

小

浜

線

の
電

化

促

進

、

小

浜

、

京

都

自

動

車

道

の
建

設

、

小

浜

漁

港

外

港

の
早

期

完

成

に
よ

る

交

通

体

系

の
整

備

、

あ

る

い
は

都

市
計

画

の
見

直

し

、
国

立

少
年
自
然

の
家

の

誘

致

な

ど

の
基

盤

整

備

を

進

め

な

が

ら

、

年

々
増

加

を

見

て

お

り

ま

す

観

光
客
受

け
入
れ

に
よ
る
観
光
事

業

の
振

果

、

伝

統

、

既

設

産

業

の
育

成

、
農

林

水

産

業

の
振

興

を

は

か

る

と

と
も

に

こ
れ

と
並

行

し

て
福

祉

の
充

実

、

会
に
も
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
、私
ど
も

議
会
の
使
命
を
十
分
認
識
し
、
議
会

と
し
て
の
権
限
を
自
覚
し
な
が
ら
市

民
の
代
表
と
し
て
ま
た
市
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
皆
さ
ま
方
の
御
意
見

を
十
分
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
そ
の

意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
皆

さ
ま
方
の
負
託
に
お
こ
た
え
で
き
、

ひ
い
て
は
小
浜
市
政
の
発
展
と
充
実

に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
信
し

一
生
懸

命
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
倍
旧
の
御
指
導
、
御
雑
種

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

事中「中い中中　晰級駒幸串中確磐抑務か　中時帥申，車串
昭
和
五
十
三
年
第
二
回

定
例
市
議
会
は
、
二
月
入

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の

会
期
十
六
日
間
を
も
っ
て

行
な
わ
れ
、
常
任
委
員
の

所
属
変
更
、
閉
会
中
の
継

続
容
査
に
付
さ
れ
て
い
た

二
月
定
例
会
に
お
い
て
委
員
の
所

等
確
懐
サ
賄
】
的
知
韓
，こ 各
鶏
つ 任
準
葬

〈
蚕

月
、
六
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
案
件
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
関

静
鞄
ぱ
戴
欝
肺
員

な
さ
れ
ま
し
た
。

任穀韓筆郵車感建体抑韓叫争端。未〓

０
総
務
有
任
委
員
会

副葬韓毒　　彬　蜘　謙姫郎　肛」

委

員

　

石

橋

修

二

委

員

　

寺

本

久

雄

葬　顛　　帷　細　キ治雄　曽吊

委

員

　

木

橋

正

昭

3月 定例会

6月定例会

7月 臨時会

蒔隷
Ｏ

①

◎
母
予
家
庭
等
医
療
費
助
成
さ
れ
る

母
子
及
び
寡
婦
の
保
健
の
向
上

生
活
の
安
定
並
び
に
生
活
意
欲
の
助

長
な
ど
福
祉
の
充
実
の
一
環
と
し
て

小
浜
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
母
子

家
庭
、
募
掃
等
に
対
す
る
医
療
費
が

助
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
青
児
手
当
、
葬
祭
費
増
額
さ
れ
る

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
が
可
決
さ
れ
、
育
児
手
当
が

従
来
の
三
千
円
か
ら
五
千
円
に
、
葬

客
費
五
千
円
が
七
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

◎
小
浜
市
特
別
土
地
保
有
税
率
織

会
設
置

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
特

別
土
地
保
有
税
の
先
税
に
つ
い
て
客

議
会
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め

小
浜
市
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
心
，
障
害
児
通
田
腕
桜

「母
と

子
の
家
」
開
国
の
連
び
に

小
浜
市
心
身
障
害
児
通
園
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
が
制
定
さ
れ
市
内

の
心
身
障
害
児
で
通
囲
に
な
し
む
幼

児
を
対
象
と
す
る
通
図
施
設

「母
と

子
の
家
」
が
設
置
さ
れ
、
七
月
二
日

開
園
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
麦
も
農
作
物
共
済
の
対
象
に

水
田
利
用
再
綿
対
策
事
業
の
一
施

策
と
し
て
麦
作
り
が
奨
励
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
麦
に
つ
い
て
も
農

作
物
共
済
事
業
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

小
浜
市
農
業
共
済
事
業
の
実
施
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
農
林
味
産
喋
施
設
新
設
、
改
良

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
制
定
さ

れ
る

農
林
業
施
設
新
設
、
改
良
に
伴
い

利
益
を
受
け
る
方
に
対
し
、
従
来
は

寄
付
金
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

こ
れ
で
は
農
林
中
央
金
庫
等
長
期
、

低
利
の
融
資
を
空
け
る
こ
と
が
囚
雑

と
を
っ
て
い
た
た
め
小
浜
市
農
林
水

産
業
施
設
新
設
、
改
良
事
業
分
担
念

後
収
条
例
が
制
定
さ
れ
、
受
益
者
が

長
期
、
低
利
、
各
種
制
度
資
金
の
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当

初

予

算

昭
和
二
十
三
年
度
小
浜
市
予
算
は

国
の
予
算
、
財
政
計
画
な
ど
を
見
き

わ
め
な
が
ら
市
民
に
密
着
し
た
、
き

め
細
か
な
点
を
解
決
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
予
算
編
成
が
な
さ
れ
た

も
の
で
一
般
会
計
五
十
億
九
千
四
百

十
六
万
八
千
円
、
特
別
、
企
業
会
計

十
五
億
三
千
二
百
六
十
三
万
円
の
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
予
算
の
基
本
三
本
柱

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
相
社
の
充
実

心
障
者
、
精
薄
者
対
策
と
し
て
新

し
く
心
身
障
害
児
通
園
施
設

「母
と

子
の
家
」
の
設
置
、
交
通
安
全
対
策

と
し
て
お
年
寄
り
、
子
供
を
重
点
と

し
た
安
全
対
策
の
た
め
の
婦
人
交
通

指
導
員
の
設
置
な
ど
新
し
い
事
業
の

他
、
老
人
福
祉
対
策
、
児
童
福
祉
対

策
、
同
和
対
策
、
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
環
境
の
基
備

酒
井
民
か
ら
寄
贈
の
貴
重
な
文
献
、

こ
れ
ら
を
含
め
た
資
料
を
保
存
す
る

た
め
の
郷
土
歴
史
資
料
館
の
建
設
、

住
宅
緩
和
総
合
対
策
の
一
環
と
し
て

の
市
営
住
宅
建
設
、
国
富
公
民
館
建

設
、
雲
浜
保
育
所
改
築
な
ど
の
新
し

い
事
業
の
他
、
道
路
、
橋
梁
新
設
、

改
良
、
都
市
計
画
事
業
、
災
害
復
旧

事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
産
業
の
振
興

本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
水
田
利

用
再
編
対
策
事
業
の
推
進
、
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
、
沿
岸
漁
業
構

造
改
善
事
業
、
小
浜
漁
港
修
築
事
業
、

中
小
企
業
融
資
蚕
金
貸
付
事
業
、
農

業
共
済
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

補

正

予

算

六
月
定
例
会
に
お
け
る
補
正
は
、

国
並
び
に
県
よ
り
の
補
助
金
内
示
、

起
債
等
が
見
込
ま
れ
る
も
の
、
ま

た
当
初
予
算
に
お
い
て
足
り
な
い
急

を
要
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
補
正
で
、

同
和
対
策
推
進
事
業
の
た
め
の
地
区

道
路
整
備
事
業
費
、
内
外
海
地
区
に

建
設
予
定
の
児
童
セ
ン
タ
ー
の
規
模

拡
大
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
補

助
金
、
夏
ま
つ
り
協
賛
事
業
十
万
人

の
広
場
補
助
金
、
城
内
二
丁
目
旧
自

動
車
学
校
跡
地
に
予
定
さ
れ
る
市
営

テ
ニ
ス
競
技
場
新
設
工
事
費
な
ど
の

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



ｏ
小
浜
病
院
の
県
立
化
に
つ
い
て

病
院
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
住
民

の
医
療
福
祉
の
た
め
の
も
の
で
あ
り

こ
の
た
め
に
は
公
立
よ
り
も
県
立
、

県
立
よ
り
も
国
立
の
ほ
う
が
よ
り
す

ぐ
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
県
立
化
に

つ
い
て
は
、
管
理
運
営
に
御
苦
労
を

さ
れ
た
先
輩
、
内
部
の
意
見
、
地
域

の
医
師
会
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

最
終
的
に
は
関
係
市
町
村
長
、
議
会

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
よ
り
よ

い
方
向
へ
進
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ｏ
婦
人
交
通
指
導
員
に
つ
い
て

戦
後
、
自
動
車
の
発
達
に
伴
い
交

通
事
故
が
多
発
し
、
交
通
事
故
防
止

が
叫
ば
れ
、
本
市
で
も
昭
和
四
十
六

年
交
通
指
導
員
設
置
条
例
を
制
定
し

二
十
二
名
の
交
通
指
導
員
を
お
願
い

し
こ
の
方
々
の
熱
心
な
奉
仕
活
動
に

よ
っ
て
事
技
防
止
に
務
め
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
こ
の
際
専
門
の
婦
人

交
通
指
導
員
を
採
用
し
、
県
警

よ
り

一
名
警
察
署
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
こ
の
二
名
で
交
通

事
故
防
止
を
強
化
し
た
い
。

ｏ
市
の
木
、
市
の
花
の
普
及
に
つ

い
て

昭
和
四
十
九
年
六
月
に
市
の
木
、

市
の
花
に
ツ
ツ
ジ
、
モ
ミ
ジ
が
制
定

さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
四
万
本
の
植

栽
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
緑
化
週
間
な
ど
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
首
木
の
配
布
、
さ
ら
に

は
広
報
に
よ
る
首
木
あ
っ
せ
ん
を
行

な
い
緑
と
心
豊
か
な
花

一
ば
い
の
街

作
り
に
努
力
し
た
い
。

ｏ
農
地
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て

本
市
の
基
盤
整
備
事
業
は
五
十
二

年
度
末
を
も
っ
て
九
十
九
％
の
進
捗

率
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
早
期
に
実
施
し
た
土
地
改

良
区
に
一
部
み
ら
れ
る
乾
国
化
の
未

熟
な
所
を
再
編
対
策
事
業
と
も
か
ら

め
て
関
係
者
と
話
を
結
め
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ｏ
市
の
職
員
採
用
に
つ
い
て

事
務
職
員
の
一
般
教
養
試
験
を
県

の
人
事
委
員
会
に
委
託
し
て
秋
に
採

用
試
験
を
行
な
い
た
い
。

試
験
内
容
は
高
校
荘
て
十
分
合
格

で
き
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

ｏ
国
道

一
大
二
号
線
山
崩
れ
復
旧

に
つ
い
て

延
長
四
十
八
ヤ
、
崩
上
の
上
量
三

千
立
方
常
で
、
ま
す
走
行
単
の
安
全

確
保
と
直
蝶
を
防
ぐ
意
味
で
県
空
を

も
っ
て
早
急
な
復
旧
作
業
を
行
な
っ

て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
防
災
工
事

と
し
て
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
を
行
な

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
で
き
れ
ば
五

十
二
年
度
補
正
予
算
で
要
求
し
進
め

た
い
と
い
う
こ
と
を
県
か
ら
聞
い
て

い
る
。

０
泊
、
小
浜
停
車
場
線
照
明
灯
の

増
設
に
つ
い
て

現
在
ま
で
に
二
百
ワ
ッ
ト
の
水
銀

灯
７
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
約
六
十
常
前
方
を
照
明
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
は
現
在
付
設

の
も
の
の
中
間
に
一
灯
す
つ
増
設
し

十
六
灯
と
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ｏ
野
球
場
の
建
設
に
つ
い
て

勢
浜
の
旧
清
掃
工
場
跡
地
に
建
設

で
き
な
い
も
の
か
検
討
中
で
中
央
関

係
機
関
に
対
し
お
そ
く
と
も
五
十
四

年
度
中
に
、で
き
れ
ば
五
十
二
年
度
補

正
予
算
で
追
加
し
着
工
し
て
も
ら
え

な
い
も
の
か
強
力
に
運
動
を
統
け
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
ナ
イ
タ
ー
設
備
、
駐
車

場
を
併
設
し
た
も
の
を
考
え
て
お
り

こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
こ
う
い
う
施
設

を
通
し
て
心
と
体
を
銀
え
、
そ
う
し

た
中
で
友
情
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ｏ
将
来
の
道
路
計
画
に
つ
い
て

将
来
新
幹
線
若
狭
駅

（仮
称
）
が

決
定
さ
れ
設
置
さ
れ
る
と
国
道
二
十

七
号
線
の
交
通
緩
和
が
必
要
で
、
こ

の
た
め
に
は
数
賓
方
面
か
ら
小
浜
市

街
地
へ
入
る
車
を
上
中
、
あ
る
い
は

遠
敬
か
ら
国
道
二
十
七
号
線
を
そ
れ

て
、
若
快
駅
を
通
り
上
竹
原
か
ら
市

街
地
に
接
続
す
る
新
し
い
道
路
の
計

画
と
合
わ
せ
て
二
十
七
号
線
の
拡
幅

が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
国
道

一
六
二

号
線
に
つ
い
て
は
国
道
二
十
七
号
線

と
交
差
す
る
湯
岡
橋
付
近
が
最
も
枕

雑
す
る
の
で
一
六
二
号
線
の
東
側
、

生
守
地
区
を
通
り
和
久
里
付
近
で
前

述
の
幹
線
道
路
に
交
差
す
る
パ
イ
パ

ス
道
路
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

現
段
階
で
は
こ
の
よ
う
な
構
想
を

も
っ
て
い
る
。

ｏ
米
飯
給
食
に
つ
い
て

米
飯
給
食
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

文
部
省
の
指
導
に
基
づ
き
学
校
教
育

の
一
環
と
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

食
事
内
容
の
多
様
化
に
伴
う
米
飯

の
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
す

見
地
か
ら
実
施
す
る
も
の
で
市
と
し

て
も
米
飯
給
食
ヒ
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ｏ
小
浜
公
国
の
整
備
に
つ
い
て

公
共
事
業
で
二
十
一
年
八
百
万
円
、

五
十
二
年
度

一
千
四
百
万
円
、
五
十

三
年
度

一
千
四
百
万
円
他
に
市
単
独

事
業
、
県
施
行
等
合
わ
せ
る
と
二
年

間
で
約
二
千
万
円
の
事
業
費
が
見
込

ま
れ
る
。

五
十
二
年
度
で
予
定
の
公
園
整
備

を
終
わ
り
た
い
。

ｏ
公
民
館
の
備
品
整
備
に
つ
い
て

公
民
館
は
各
地
域
に
お
け
る
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
す

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
最
小
限
の
備
品
は
準
備
し
て
い
る
。

た
だ
、
さ
ら
に
備
品
の
充
実
を
は
か

る
に
は
本
市
の
場
合
、
す
で
に
危
険

な
状
態
に
あ
る
公
民
館
が
残
っ
て
お

り
こ
れ
の
改
築
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
両
方
を

一
挙
に
解
決
す
る

こ
と
は
現
在
の
状
況
で
ば
む
ず
か
し

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
建
物
の
建
設
に
続
い
て
備

品
の
整
備
に
つ
い
て
も
年
次
的
に
計

画
し
て
い
き
た
い
。

ｏ
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に
伴

う
転
作
物
に
つ
い
て

転
作
の
方
法
に
つ
い
て
は
集
団
転

作
を
目
標
と
し
て
い
る
が
部
落
の
事

情
に
よ
っ
て
現
在
確
定
し
て
い
る
の

は
個
人
配
分
で
四
十
八
集
落
、
集
団

で
五
集
落
と
な
っ
て
い
る
。

転
作
物
に
つ
い
て
は
転
作
に
有
利

を
特
定
作
物
を
主
体
に
安
、
大
豆
、

飼
料
作
物
、
そ
ば
、
そ
れ
と
当
地
の

特
産
と
し
て
夏
ま
き
キ
ャ
ベ
ツ
、
家

庭
某
園
を
と
い
う
よ
う
な
方
向
で
農

家
の
方
々
と
協
議
中
で
あ
る
。

ｏ
子
供
文
庫
に
つ
い
て

本
を
読
む
と
い
う
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
昨
年
母
と
子
の
公

民
館
活
動
を
開
設
、
中
央
公
民
館
、

西
津
公
民
館
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
こ

の
活
動
を
通
じ
中
央
公
民
館
を
拠
点

に
四
百
冊
余
り
の
本
が
各
公
民
館
に

配
分
さ
れ
て
い
る
。

幸
い
今
年
は
約
七
百
冊
の
児
童
図

書
の
寄
付
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
機

会
に
各
公
民
館
へ
配
本
し
図
書
館
と

の
連
携
の
中
で
読
書
活
動
を
進
め
た

い
。ｏ

排
水
お
の
整
備
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備
改
善
が
非
常
に

大
き
く
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
現
在

小
浜
市
の
下
水
道
対
策
は
地
域
地
区

の
根
幹
と
な
る
都
市
下
水
路
の
整
備

を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
支
線
下

水
路
に
つ
い
て
は
地
区
の
要
望
や
必

要
性
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
順

次
整
備
を
進
め
た
い
。

０
エ
ン
ゼ
ル
ラ
イ
ン
と
お
、
小
浜

停
車
も
を
結
ぶ
観
光
道
路
に
つ

い
て

現
在
道
路
を
延
長
し
て
も
必
ず
採

算
が
合
う
と
い
う
見
通
し
が
た
た
す

県
に
対
し
て
も
強
い
要
望
が
で
き
な

い
状
態
で
そ
れ
以
前
に
エ
ン
ゼ
ル
ラ

イ
ン
に
通
す
る
道
路
の
整
備
、
あ
る

い
は
沿
線
を
花
と
木
の
一
大
花
国
に

し
近
隣
の
慈
い
の
場
と
す
る
な
ど
、

な
す
べ
き
こ
と
を
着
実
に
進
め
た
い
。

昭
和
二
十
三
年
度
産
生
産
者
米
価

等
に
関
す
る
意
見
書

米
作
農
家
が
長
期
に
わ
た
り
安
心

し
て
生
産
に
励
め
る
米
穀
政
策
の

確
立
と
生
産
者
米
価
が
決
定
さ
れ
る

よ
う
次
の
こ
と
に
つ
い
て
関
係
機
関

へ
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

一
、
昭
和
五
十
三
年
度
米
の
買
い
入

れ
価
格
は
、
諸
物
価
及
び
労
賃
の
現

状
を
正
し
く
反
映
さ
せ
、
生
産
費
及

び
所
得
補
償
方
式
に
基
づ
き
、
六
十

。４▼，
当
た
り
一
万
九
千
二
百
七
十
六

円
と
す
る
こ
と
。

二
、
米
作
農
家
が
将
来
に
明
る
い
展

望
を
も
っ
て
生
産
に
励
め
る
よ
う
な

米
穀
政
策
の
確
立
を
は
か
る
こ
と
。

☆
小
浜

・
上
中

総
合
振
興
協
議
会

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
た
田
鳥
陸

道
開
削
、
国
道
三
〇
三
号
線
改
良
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
着
工
の
運
び
と

な
り
、
国
鉄
湖
西
線
誘
致
に
つ
い
て

現
在
検
討
を
進
め
小
浜
市
議
会
、
上

中
町
議
会
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
容

議
会
委
員
、
地
元
選
出
国
会
議
員
等

を
中
心
と
し
て
現
在
の
予
定
線
を
調

査
線
に
格
上
げ
し
基
本
計
画
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
よ
う
際
情
を
実
施
し
湖

西
線
の
小
浜
線
ま
で
の
延
長
に
つ
い

て
積
極
的
な
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
。☆

小
浜

・
名
田
庄

総
合
振
興
協
議
会

田
道

一
六
二
号
線
の
改
良
、
国
鉄

バ
ス
堀
越
峠
経
由
小
浜
う
京
都
間
の

運
行
に
つ
い
て
、
国
鉄
パ
ス
運
賃
の

改
良
に
つ
い
て
な
ど
の
協
議
検
討
が

行
な
わ
れ
、
特
に
国
道

一
六
二
号
線

の
改
良
促
進
に
つ
い
て
は
現
在
谷
口

～
小
倉
間
の
改
良
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
京
都
府
側
に
お
い
て
も
と
康
個

所
で
あ
る
中
川
地
区
の
改
良
予
算

が
昭
和
五
十
三
年
度
に
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
地
域
の
現
地
視

察
を
行
な
い
改
良
促
進
に
全
力
を
傾

と
し
て
い
ま
す
。

☆
小
浜

。
大
飯

総
合
振
興
協
議
会

国
鉄
小
浜
線
の
電
化
、
私
立
高
校

誘
致
の
経
過
報
告
、
県
道
岡
田
・
深

谷
線
の
改
良
に
つ
い
て
協
議
が
行
な

わ
れ
県
道
岡
田
・
深
谷
線
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
は
現
在
の
状
態
で
は
小

浜
市
側
の
ほ
う
が
具
体
的
に
進
め
や

す
い
状
況
に
あ
る
た
め
小
浜
市
で
施

行
で
き
る
個
所
か
ら
進
め
、
大
飯
町

は
全
面
的
に
協
力
す
る
姿
勢
を
と
っ

て
お
り
こ
れ
の
改
良
促
進
に
つ
い
て

現
在
積
極
的
に
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

☆
小
浜

・
三
方

総
合
振
興
協
議
会

千
島
遊
漁
施
設
、
国
立
少
年
自
然

の
家
、
主
要
地
方
道

（小
浜
・
三
方

継
）
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
協
議
を

行
な
い
、
特
に
国
立
少
年
自
然
の
家

に
つ
い
て
は
現
在
用
地
買
収
、
道
路

拡
幅
も
お
お
む
ね
完
了
し
、
す
で
に

キ
ャ
ン
ブ
場
は
供
用
を
開
始
す
る
等

県
の
手
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
並
行
し
て
小
浜
、
三
方
線

に
つ
い
て
も
こ
の
地
域
を
維
貫
す
る

道
路
と
し
て
世
久
見
、
須
ノ
浦
間
の

基
本
路
線
早
期
決
定
を
強
く
要
望
し

て
い
ま
す
。

安心して生
米穀政策
産‐こ
槌
励める
のため

Ell意 見書を提出
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修)

陳
情三
件
を

二
月
、
六
月
定
例
会
に
督
さ
ま
方

か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
四
件
で

そ
れ
ぞ
れ
現
地
視
祭
を
行
な
う
な
ど

慎
重
な
審
査
が
行
な
わ
れ
三
件
が
採

択
、　
一
件
が
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り

で
す
。

際

情

第

二
号

　

野

球

場

建

設

に

つ

い
て

⌒
小

浜

市

体

育

協

会

長

、

堂

前

武

司

、

小

浜

市

執

式

野

球

違

盟

会

長

山

本

昌

一
外

三
名

）

陳

情

第

二
号

　

市

民

テ

エ
ス

コ
ー

ト

建

設

に

つ

い
て

（
小

浜

市

体

育

協

会

長

　

堂

前

武

司

、

小

浜

市

庭

球

協

会

長

木

村

浩

二

、

小

浜

市

執

式

庭

球

協

会

会

長

　

長

谷

川

徳

治

外

一
名

）

陳

情

第

四
号

　

和

多

田
区

稲

荷

谷

川

の
改

修

に

つ

い
て

（
和

多

田
区

長

、

大

岸

正

外

四

十

二
名

）

継

続

客

査

と

な

っ
た

隈

情

、

陳

情

第

一
号

外

港

計

画

（
案

）

に
よ

る

取

付

け

幹

繰

道

路

反

対

に

つ

い
て
。

採
択

０

新

幹

線

・
小

浜

線

の
■

化

　

　

　

　

Ｏ

　

外

　

港

北

陸

新

幹

線

に

つ

い
て

は

第

二

次

　

　

今

年

度

か
ら

第

六

次

漁

港

整

備

計

全

国

総

合

開

発

計

画

へ
の
組

み

入

れ

　

画

、

四

十

二
億

円

の
予

算

を

も

っ
て

決

定

、

鉄

道

建

設

公

田

が
行

な

っ
て

　

進

め

ら

れ

て

お

り

ま

す

小

浜

漁

港

外

い
る

環

境

ア

セ

ス

メ

ン
ト

も

小

浜

市

　

港

修

築

事

業

は

現

在

今

年

度

予

算

六

に

つ

い
て

は

終

了

し

て

お

リ

ル
ー

ト

　

億

一
千

万

円

で

工

事

が

進

め

ら

れ

、

決

定

と

着

工

待

ち

の

状

態

と

な

っ
て

　

西

側

側

面

岸

壁

工
事

が

ほ

ほ
完

了

し

い
る

こ
と

か

ら

関

係

機

関

へ
対

し

強

　

引

き

続

き

前

面

岸

壁

工

事

が

行

な

わ

力

を

働

き

か

け

を

行

な

っ
て

お

り

ま

　

れ

て

お

り

ま

す

。

す

ｏ　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

計

画

で
は
昭
和

五
十
四
年
度

中

に
岸

ま
た
小
浜
線
の
電

化
促
進
に
つ
い
て

は
昨
年
小
浜
線
電

化
促
進
期
成
同
盟

会

が
設

立

さ

れ

全

国

複

線

電

化

協

議

　

予

定

と

な

っ
て

お

り

ま

す

。

会

へ
の
加

入

も

行

な

い
そ

の
後

同

盟

　

　

こ

の
た

め

早

期

完

成

を

目

ざ

し

事

会

組

織

を

中

心

と

し

て
各

関

係

機

関

　

業

費

の
増

額

に

つ

い
て

積

極

的

な

遷

へ
の
際

情

の
実

施

な

ど

大

き

な

組

識

　

動

を

行

な

っ
て

お

り

ま

す

。

に
よ

る

強

力

を

運

動

が
展

開

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

壁
工
事
を
す
べ
て

完
了
し
、
昭
和
五

十
五
年
度
か
ら
埋

立
工
事
が
始
ま
る


